
 

新聞
しんぶん

に小学
しょうがく

３年生が書いた
か   

作文
さくぶん

が

載って
の    

いたので紹介
しょうかい

します。 

 

「もう戦争
せんそう

はやめてください」 

まいにち、ウクライナのころしあい

の 話
はなし

をニュースで聞く
き  

。ぼくは悲しく
かな    

なる。お母さん
 か あ    

や

お父さん
 と う   

をなくして、なにもできない、たくさんの子ども
こ   

た

ちのことをぼくはいつも考えて
かんが   

いる。 

もしも、ぼくがお母さんやお父さんをなくしてひとりにな

ったら、どうしたらいいのだろう。ぼくひとりでは、とても

わかりそうにない。なぜロシアがウクライナに戦争
せんそう

をしかけ

るのか、なぜ世界
せ か い

がウクライナの人
ひと

たちを助けない
たす     

のかもわ

からない。ぼくは子ども
こ   

だから、戦争
せんそう

に対して
たい    

は、なにもで

きない。 

けど、大人
お と な

だってなにもできていない。おねがいです。自由
じ ゆ う

に遊べず
あそ    

、いつもあぶない目
め

にあっているウクライナのかわ

いそうな子どものことを思って
おも    

ください。平和
へ い わ

と未来
み ら い

のこと

を考えて
かんが    

ください。戦争
せんそう

をやめてください。 

せんそう 


